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https://docs.google.com/file/d/1tLdLFnQT2RerjkweZBQSCuGOorKClyXI/preview
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1.Drupalエコシステムの拡張
岸 俊兵

2.自律型AI「Acquia AI」が切り拓く

次世代プラットフォーム
ショーン・江戸・モリソン



エンタープライズ向け CMS
Drupalの立ち位置
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コーポレートサイト

     Eコマースサイト

          製品サイト

                 大規模イベントサイト

                       デジタルサイネージ

                            マイクロサイト

             Drupal: 世界最高の

　　　　デジタル体験を提供する

　　　　オープンソースの CMS
                               SNSサイト

                             情報ディレクトリ

                          モバイルアプリ

                    イントラネット

               ポータル

       オムニチャネル



Drupal創設者
ドリス・バイタルト：

Acquia CTO

Acquia 
Drupalへの

貢献者数No. 1

10K+
アクティブな
コミュニティ
貢献社数  

1.2M
Drupal.orgへの

月間ユニークビジター

46,000+
連携・拡張・

開発支援 1 : 8
エンタープライズ企業
8社に1社はDrupalを利用

Sources: BuiltWith, https://trends.builtwith.com/cms/Drupal and the Drupal Association

エンタープライズの  デ
ジタル体験はDrupal
で始まる

https://trends.builtwith.com/cms/Drupal
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エンタープライズ向け CMSとしての Drupalの立ち位置

Drupalは単体でも強い。
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エンタープライズ向け CMSとしての Drupalの立ち位置

Drupalは単体でも強い。

周辺エコシステムの活用でより強力になる



Drupal エコシステムの活用例

パーソナライゼーション

・

サイト品質管理

・

デジタルアセット管理
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Drupalのパーソナライゼーション

Acquia Conversion
Optimization

分析、テスト、パーソナライゼーションを

活用し、マーケティング担当者がウェブ

サイトを最適化できるよう支援。

Acquia DXP Partnership



https://docs.google.com/file/d/13qsXbO2Ou0ThCVe9kkUjVa8nczgAocB8/preview
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Drupalサイトの品質管理

Acquia Web Governance

ウェブサイトのアクセシビリティ、コンテン

ツ品質、検索エンジン最適化（SEO）、

データプライバシー、パフォーマンスを監

視し、完成させるためのSaaSプラット

フォーム。



品質保証
Acquia Web Governance

最高のUXのためにウェブサイトを最適化

– リンク切れや画像、スペルミス、不正確なコンテンツの

排除

– 直感的なダッシュボードで簡単メンテナンス 

– 辞書をカスタマイズする

– ウェブサイトのデザインやHTMLコードのエラーを視覚

的に強調表示します。

– サイトの可読性スコアの概要を知る



ポリシー
Acquia Web Governance

ポリシーとルールを設定し、すべてのコンテンツ
プロバイダーが同じガイドラインに従うようにす
る。

– 古い情報の検索とアラート

– 更新が必要な元従業員の詳細を見つける

– コンテンツやブランディング・ガイドラインの違反の発見

– 毎週、新しいコンテンツ侵害に注意すること

– ウェブサイト上の不快な用語を見つけて修正する

– スーパーアニュエーション規制の変更 - 「独立」や「ビットコ
イン」などの言葉のチェックなど

– ASIC規制ガイド232チェック



アクセシビリティ
Acquia Web Governance

WCAG 2.1、WCAG 2.2、A、AA、AAAガイドライ
ンへの準拠

– ウェブサイトのパフォーマンスの概要を把握

– 問題の総数と、どのページで発生したかを取得す
る

– ファスト・トラックを使用して、サイトに最大の効果
をもたらすために力を注ぐべき場所の優先順位を
決定する。

– 進捗状況を追跡し、サイトの改善を確認する

– 独自のツールでPDFにアクセシビリティ上の問題
がないかチェックし、Clarityで修正します。 

– アクセシビリティ・ヘルプセンター、ウェビナー、個
別サポートから必要なサポートを受けることができ
ます。
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Acquia DAM （アセット管理）
デジタルアセットの管理とアクセスのためのメイン機能
アップロード＞検索＞表示＞ダウンロード＞コンテンツの共有

ダッシュボード アップロード 検索

共有 アセット分析 アセット詳細

©2026 Acquia Inc. | CONFIDENTIAL | 25

Assets Insights Portals

Entries Templates Workflow



https://docs.google.com/file/d/1ZgMv44V9lxo9vdSPHWNkvGezP1NQeQ4C/preview
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自律型AI「Acquia AI」が切り拓く

次世代プラットフォーム
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1. SaaS版Drupal、Acquia Source CMS

2. Acquia AI

a. FigmaからAcquia Source CMSサイトに

b. オーケストレーション

c. エージェントワークフロー
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Acquia Source CMS
- SaaS版 Drupal CMS -



● デジタル管理の効率化：  技術・リスク・ガバナンス
コストの削減

● 市場投入の迅速化：  コンテンツや体験（UX）の提
供スピードを短縮

● 現場の生産性向上：  サイト構築・コンテンツ作成
へのAIツールの導入

● ITインフラの最適化：  単一プラットフォームへの集
約による、サブCMSの廃止

Drupalベースのフルマ
ネージド型SaaS CMS

ドラッグ＆ドロップによる
ページ構築

AIサイト構築ツール

組み込みの統合機能

SaaSからPaaSへ

こんな課題はありませんか？

主要ブランドによる採用実績

Source CMS



Drupal CMS：ビジュアルページ構築と AIの基盤
Drupal, Drupal CMS, and Source CMS

Drupal

Drupal CMS と Canvas

ビジュアル・ローコード構築（ Drupal Canvas）
● 直感的な操作性：  ページのデザインと構築を直

感的に行うドラッグ＆ドロップ  UI

● マーケターの自立：  ブラウザ上で直接高度なレ
イアウトを構築可能

ワークフローへの AI統合
● 次世代の業務プロセス：  AIアシスタンスを土台

とした新しいワークフローの実現

● 多角的なタスク支援：  コンテンツのドラフト作
成、コンポーネント配置、 SEOチェックの自動化

迅速な価値提供と TCOの削減
● 開発リソースの最適化：  マーケターの自走によ

り、開発者はより高度でイノベーティブな開発に
集中可能

● 市場への俊敏な対応：  トレンドやビジネス要求
に遅れを取らない、 Time-to-Marketの短縮



Source CMS：エンタープライズ  SaaS CMS+
Drupal, Drupal CMS, and Source CMS

Drupal

Drupal CMS と Canvas

Source 
CMS

フルマネージド SaaSプラットフォーム
● メンテナンス負荷の撤廃：  従来の「構築型」から脱却

し、アップグレードやパッチ適用、インフラ管理の手間を
完全に解消

● 開発生産性の向上：  運用の定型業務を自動化し、開
発チームがより価値の高い機能開発に集中できる環境
を構築

統合型スイート  DXP
● 一気通貫のユーザー体験：  ページの構想・構築から最

適化までを単一のインターフェースでシームレスに拡張

● 先進的な未来ビジョン：  マイクロサービス構造を基盤と
した、AIエージェントが自律駆動するタスクプラット
フォームへ進化

エンタープライズ基準のガバナンス
● 大規模展開の最適化：  膨大なキャンペーンやマイクロ

サイトを、セキュアかつ大規模に統制・展開できる堅牢
なインフラ

● 組織を守る信頼性：  大規模組織やエンタープライズに
必須となる、最高峰のテクニカルサポートとガバナンス
を提供。
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Acquia Source CMS
- SaaS版 Drupal CMS -



36

https://docs.google.com/file/d/1Tx531aljxsHy_hy-qt6LHwF0EP5-ypN5/preview
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Acquia AI
- Build in DXP Orchestration -



Acquia デジタルコンテンツ  & エクスペリエンス  プラットフォーム

AI は Acquia エコシステムの真の価値を解き放ち、お客様が既存の技術を一つの中心的なソースで活用することを可能にします

Acquia Source

Web
Goverance ROI / Insight

コンテンツ  & アセット
登録システム

AEO/SEO/コンテンツの最適化
+ カスタマーオーケストレーション

アプリケーション管理

セキュリティとコンプライアンスを備えたホスティ
ングプラットフォーム。単純なサイトから複雑な

マルチサイトまで対応

Acquia Cloud Platform (PaaS)
オープン | 拡張可能な API | 統合型 | オムニチャネル | スケーラブル | WAF | セキュア

Drupal CMS (オープンソース)

Acquia AI - エージェンティックなオーケストレーションとインサイト

CDP

コンテンツ管理システム  (SaaS)

SEO & AEO Testing
Personalization お客様のツール

デジタルアセット管理  (SaaS)
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エージェントワークフロー



プラットフォームのビジョン

Source CMSが『エンジン』なら、
Acquia Sourceは『コックピット』です。

Source CMS — 現在の姿

Source CMS
Drupal Canvasによるパワー

Drupal Canvas — ローコード・ノーコード、フルマネージド

Drupal AI 搭載 — 構造化コンテンツ、MCP対応

AIエージェント: コンテンツ、ブランドガーディアン、Webガ
バナンス

Acquia Source — コマンドセンター

含まれる機能 :

Source 
CMS

DAM Web 
Goverance

Cloud AEO

Acquia Source
1つのログイン、1つの監査証跡、1つのインターフェース

Source CMS · DAM · Web Governance · Cloud Platform · AEO

Source CMSへの投資価値は変わりません。すべてがAcquia Sourceに繋がることで、さらに強力になります。



Engage 2026 にて発表

Acquia AI
Acquia Sourceに組み込まれ、Acquiaによって統制された、
AIエージェントの統合エコシステム。

AIによるスピード

スプリントサイクルに縛られな
い、「対話のようなスピード感」で
のコンテンツ作成・公開。

Drupalの力

構造化コンテンツ、APIファース
ト、エンタープライズ向けの高度
なコンテンツモデリングを標準搭
載。

Acquiaのスケール

18年以上にわたり蓄積された、エ
ンタープライズ基準のガバナン
ス、セキュリティ、コンプライアン
スの実績。



Acquia AI

単にAIツールを 1つ導入するのではなく、みなさんのビジネスのために動く、『優秀な
専門家チーム』を丸ごと手に入れるということです。

各エージェントはその分野の専門家であり、すべてがガバナンスフレームワーク内で動作します。

コンテンツ＆サイトエージェント

まるで対話をしているようなスピード感
で、コンテンツの作成から公開までを実

現。

DAMアセットエージェント

大量のアセット（画像・動画等）のタグ付け、更新、
整理を、大規模かつ自動で実行。

クリエイティブアシスタント

ブランドガイドラインを完璧にインプットし、
手戻りのない「ブランド遵守」のコンテンツ

を作成。

ブランドガーディアン

公開前にすべてのコンテンツをスキャン
し、確実なコンプライアンスチェックを実

行。

ウェブガバナンスエージェント

年1回の定期監査を待つことなく、日常的に先
回りして問題を解決するプロアクティブな管

理。

インテグレーションエージェント

社内で稼働している既存の様々なツール
やシステムとシームレスに連携。



Acquia AI

すべてのエージェントが、共通の『 4ステップ・ガバナンスモデル』に
従って動作します。
これこそが、単に速いだけでなく、Acquia AIがエンタープライズ品質である理由です。

01

指示

テンプレートやフォームは一切
不要。エージェントに必要なこと
を、自然な言葉（プロンプト）で
伝えるだけです。

02

プランの確認

エージェントは実行前に、具体
的な作業計画を必ず提示しま
す。人間が確認して「承認」する
ことで、ガバナンスが担保されま
す。

03

実行

04

承認を受けると、コンテン
ツ、メディア、CMSフィール
ド、関連ページなど、あらゆ
る箇所への反映を瞬時に
実行します。

プレビュー＆公開

最終的な変更内容をレ
ビューし、公開。チームには
Slackで自動通知され、す
べてのアクションに履歴が
残ります。

ガバナンスレイヤー
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https://docs.google.com/file/d/1QfgEYDiQuCbB7uQPfH-uwkYRNWRnVxnb/preview
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